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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第１４号　２０１２．２　２８発行
厳しい寒さもだいぶん和らいできて、春がそこまで来ているようです。春の訪れとともに今年も一流の演奏を手頃な料金で楽しめる音楽の祭典「ラ・フォル・ジュルネびわ湖」が４月２８日～３０日にびわ湖ホールで開かれます。今年のテーマは「ロシアの祭典」。チャイコフスキーやラフマニノフ、ストラヴィンスキーら、１９世紀から現代にいたるロシアを代表する作曲家たちの名曲がたっぷり楽しめます。この催しのよいところは４５分程度のコンサートを複数の会場で朝から晩まで同時開催し、自分の好みに合わせて「はしご」できるところです。手頃な料金というのもうれしいですね。昨年のテーマは「ベートーヴェン」で私もいくつか「はしご」して楽しみました。
今年のプログラムがインターネットで公開されています。毎年とても人気がありますのでチケット発売と同時に売り切れるコンサートもあります。ご興味のある方はぜひ足を運んでくださいね。うまくいけばびわ湖ホールでどなたかとお会いできるかもしれませんね。今から楽しみです。
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　　　ピアノとからだのこと④　

レッスン始めによく感じることですが、皆さまの座り方が少し気になることがあります。例えば、椅子の高さが合ってなかったり、椅子に深く掛けすぎていたり、足のウラ全体が床に触れてなかったり、姿勢正しくしすぎて胸を突き出してしまったり等。よくない姿勢は演奏に影響してしまいますのでご注意くださいね。
では、いい座り方とはどんなんでしょう？座面に深く掛けすぎないように座っていただき、お尻の筋肉の緊張をゆるめることが大切です。お尻の筋肉が緊張していると、脚が少しだけ外側に回転してしまっています。座るとき、お尻の筋肉が外側に「扇のように広がる」のを感じていただけたらゆるんでいるかと思います。そうすると足が内側に回転してニュートラルな位置に戻ります。もちろん足のウラ全体が床に触れています。その状態で少し前のめり気味に座るとバランスのとれた座り方になります。けっして体重が後ろに偏った「背中にたよった」座り方にならないようにしてくださいね。
うまく座れたら、椅子の最適な高さを見つけましょう。方法は、中音域の鍵盤に指を置いて、肘のかどが白鍵の表面とほとんど同じ高さになるように椅子を調整してください。
いい座り方はいい演奏につながってきます。普段の練習から気をつけてくだいね。
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	ひとりごと－　“大空を　見上げて　ごらん・・・”という歌詞から始まる「あすという日が」という歌。先日Hさんからとてもいい歌ですよと教えていただきました。震災から一日でも早い復興をなしとげるためにつくられた歌らしいのですが、私たち自身も前をみてすすめる　元気がでる　とてもいい歌です。ピアノソロの楽譜は簡単なものも用意しました。仙台の中学生が合唱しているCDもあります。聴いてみたいとか弾いてみたい方おっしゃってくださいね。


